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自己紹介 

 

• 地域での起業、活動に必要な
コミュニケーションや場づくりの
技術を伝えることで、 
動き出しやすい地域をつくる 
お手伝い 

• 対話の場づくり 

• 活動力向上支援 

• 活動支援コーディネーター育成 

すぎなみ大人塾 



留学生と谷根千をつなげるプロジェクト 

• 日本人でイベントを企画し、留学生会に告知を依頼 

  → 留学生の参加は一人・・・ 

• イベント企画から留学生に参加してもらい、共に準備
を行い、告知協力もお願い 

  → 留学生40人の参加！ 

「日本人の感覚」では、 
伝わらない！ 

留学生の状況もニーズも 
外からではわからない 

 



今日の論点 

1. 地域の魅力を外国人の視点から再発見するには？ 

2. 地域の観光の課題を外国人の視点から深堀りするには？ 

3. 使えるコンテンツを大学など地域の力を活かして作るには？ 

4. 作ったコンテンツを使ってもらうには？（発信・普及） 

5. 調査・コンテンツ開発・普及の財源は？ 

 

これからの地域の多言語情報発信を効果的に行うために 


